
３
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し　
　

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
９
日
か
ら

29
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
か
ら
16
日
に
は
、
11
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
17
日

か
ら
25
日
ま
で
は
、
各
常
任
委
員
会

が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
、
最
終
日
の
29
日

に
、
市
長
提
出
議
案
の
令
和
２
年
度

補
正
予
算
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
、

条
例
等
44
件
を
可
決
。
ま
た
人
事
案

件
２
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

目　
次

正副議長紹介・各委員会の構成 Ｐ２〜Ｐ３
当初予算の内訳 Ｐ４
当初予算の概要 Ｐ４〜Ｐ５
一般質問 Ｐ６〜Ｐ11
委員会審査 Ｐ11〜Ｐ12
審査結果、賛否一覧表 Ｐ13
宣誓書の提出状況、編集後記 Ｐ14

市内小中学校で入学式
４月６日～８日に市内の各小中学校で入学式が行われました。

（写真は玉之浦小中学校の新入生）

令和３年

５月１日発行

編集・発行
五島市議会議会広報特別委員会

五島市福江町1番1号
TEL.0959−72−7923

第67号



五島市議会だより−第67号− ⑵

第２回臨時会

正
副
議
長・委
員
会
の
構
成
決
ま
る

議
長
に
木
口
利
光
氏

副
議
長
に
宗　
藤
人
氏
を
選
任

　

２
月
７
日
に
執
行
さ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
新
た
に
当
選
し
た

18
名
に
よ
る
初
議
会
が
３
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
は
、
正

副
議
長
の
選
挙
、
総
務
水
道
・
教
育
福
祉
・
産
業
経
済
の
各
常
任
委
員
会
の
構

成
と
正
副
委
員
長
の
互
選
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
開
会
後
、
臨
時
議
長
を

決
定
し
、
臨
時
議
長
、
野
口
市
長
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、
理
事
者
と
各

議
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
に
よ
り
、
議
長
に
木
口
利
光

氏
、
副
議
長
に
宗　

藤
人
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
臨
時
会
の
会
期
を
１
日
と
し
た
後
、
議
席
の
指
定
、
各
常
任
委
員
会

委
員
長
の
選
任
を
行
い
、
さ
ら
に
人
事
案
件
が
上
程
さ
れ
、
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
荒
尾
正
登
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議　

長
木　

口　

利　

光

副
議
長

宗　
　
　

藤　

人

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
議

会
活
動
並
び
に
市
政
各
般
に
わ
た
り
、

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
ど
も
は
、
五
島
市
発
足

後
、
５
回
目
の
公
選
に
よ
る
議
会
構
成

に
当
た
り
、
議
長
及
び
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
五
島

市
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
効
果
に
よ

り
、
２
年
前
に
は
過
去
最
高
の
観
光
客

数
を
記
録
し
、
ま
た
、
有
人
国
境
離
島

法
の
施
行
に
よ
り
、
市
内
に
多
く
の
雇

用
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
一
元
気

な
自
治
体
と
言
わ
れ
た
五
島
市
の
復
活

を
多
く
の
市
民
、
事
業
者
の
皆
様
が
望

ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
数
年
が

か
り
で
あ
っ
て
も
、
市
議
会
、
行
政
、

民
間
の
方
々
が
力
を
合
わ
せ
、
元
気
な

五
島
市
の
復
活
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

公
平
公
正
な
議
会
運
営
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
議
会

活
動
に
、
よ
り
一
層
の
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

元
気
な
五
島
市
の

　
　
　
　
復
活
を
目
指
す
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委　員 
松本　　晃
島民の会　①
50歳　奈留

習うより慣れよ

委　員 
椿山　恵三

五島一新の会　④
74歳　福江

平等

委　員 
網本　定信

市民ネットワーク　⑤
73歳　福江

実れば実るほど頭を
垂れる稲穂かな�

委　員 
宗　　藤人
令和創政会　⑥
74歳　玉之浦

努力

⑶

交通網整備対策特別委員会
（令和３年３月29日設置）

委員長：荒尾　正登
副委員長：松本　　晃
委　員：三浦　直人
委　員：柳田　靖夫
委　員：中西　大輔
委　員：宗　　藤人

予　算　委　員　会
委員長：相良　尚彦
副委員長：丸田　敬章
委　員：議長を除く

　15人

議会広報特別委員会
（令和３年３月１日設置）

委員長：山田　洋子
副委員長：中西　大輔
委　員：松本　　晃
委　員：柳田　靖夫
委　員：荒尾　正登
委　員：谷川　　等

議会運営委員会
委員長：谷川　　等
副委員長：柳田　靖夫
委　員：丸田　敬章
委　員：片峰　　亨
委　員：野茂勇司臣
委　員：中西　大輔
委　員：神之浦伊佐男

各 委 員 会 の 構 成 ～新体制が決定～
※氏名／所属会派／五島市議当選回数（在任特例を含む）／年齢（R ３. ５. １現在）／居住地区／座右の銘または好きな言葉　

委員長 
野茂勇司臣
令和創政会　③

63歳　奈留
必要以上にこだわらず

とにかく一生懸命にやろう

総務水道委員会教育福祉委員会産業経済委員会

副委員長 
谷川　　等
令和創政会　⑥
67歳　三井楽

敬天愛人

委　員 
相良　尚彦

公明会　④
67歳　福江

心こそ大切なれ

委　員 
柳田　靖夫
令和創政会　①

57歳　岐宿

一心不乱

委　員 
草野　久幸

市民ネットワーク　⑥
66歳　三井楽

今を生きる

委　員 
荒尾　正登
令和創政会　⑥

59歳　福江
人生意気に感ず

功名誰かまた論ぜん

委員長 
神之浦伊佐男
令和創政会　⑥

68歳　岐宿
特になし

副委員長 
江川美津子
日本共産党　⑥

68歳　福江

あきらめない

委　員 
三浦　直人

芯風会　④
65歳　富江

冷暖自知

委　員 
丸田　敬章

五島一新の会　①
52歳　福江

すぐ行動!すぐ対応!!
すぐ結果!!!

委　員 
中西　大輔

市民ネットワーク　①
32歳　福江
走りながら
考える政治

議　長 
木口　利光
令和創政会　④

66歳　福江
人事を尽くして

天命を待つ

委員長 
片峰　　亨
令和創政会　④
60歳　玉之浦

全力投球

副委員長 
山田　洋子

共生みらい21　②
49歳　福江

継続は力なり

正

副

議

長

委
員
会
の
構
成

当
初
予
算
の
概
要

一

般

質

問

・

市

政

を

問

う 
 

椿
山　

恵
三

片
峰　

亨

相
良　

尚
彦

野
茂
勇
司
臣

山
田　

洋
子

柳
田　

靖
夫

江
川
美
津
子

草
野 

久
幸

中
西　

大
輔

丸
田　

敬
章

網
本　

定
信

委
員
会
審
査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表
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一般会計　歳入 一般会計　歳出

令和３年度 当初予算を可決

議会費　1億9,226万9千円　0.6%

教育費
29億5,152万5千円

9.6%

教育費
29億5,152万5千円

9.6%
消防費

10億1,164万5千円
3.3%

消防費
10億1,164万5千円

3.3%

衛生費
31億3,166万8千円

10.2%

衛生費
31億3,166万8千円

10.2%

公債費
39億2,264万2千円

12.7%

公債費
39億2,264万2千円

12.7%
総務費

48億1,515万2千円
15.6%

総務費
48億1,515万2千円

15.6%

民生費
86億128万6千円

27.9%

民生費
86億128万6千円

27.9%

労働費　2,371万円　0.1%

農林水産業費
27億7,366万6千円

9.0%

農林水産業費
27億7,366万6千円

9.0%

商工費
16億2,128万9千円

5.3%

商工費
16億2,128万9千円

5.3%

土木費
16億8,271万7千円

5.5%

土木費
16億8,271万7千円

5.5%

災害復旧費
2,394万6千円
0.1%

諸支出金　348万5千円　0.0%
予備費　3,000万円　0.1%

307億
8,500万円

令和３年度当初予算総括表
（単位：千円、％）

会　　　　計　　　　名 令和３年度 令和２年度 増減額 増減率
一　　　 般　　　 会　　　 計 30,785,000 30,570,000 215,000 0.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 6,074,453 6,116,227 △ 41,774 △ 0.7
事 業 勘 定 5,639,889 5,660,163 △ 20,274 △ 0.4
直 営 診 療 施 設 勘 定 434,564 456,064 △ 21,500 △ 4.7

介 護 保 険 事 業 5,948,662 5,863,796 84,866 1.4
事 業 勘 定 5,905,785 5,821,279 84,506 1.5
介護サービス事業勘定 42,877 42,517 360 0.8

後 期 高 齢 者 医 療 556,565 516,781 39,784 7.7
診 療 所 事 業 63,469 63,860 △ 391 △ 0.6
大 浜 財 産 区 9,381 8,470 911 10.8
本 山 財 産 区 4,180 2,290 1,890 82.5
下 水 道 事 業 6,925 5,894 1,031 17.5
公 設 小 売 市 場 事 業 1,716 3,298 △ 1,582 △ 48.0
港 湾 整 備 事 業 33,607 25,885 7,722 29.8
交 通 船 事 業 16,893 17,882 △ 989 △ 5.5
土 地 取 得 事 業 10,725 39,678 △ 28,953 △ 73.0

小　　計 12,726,576 12,664,061 62,515 0.5
合　　　　　　　　　計 43,511,576 43,234,061 277,515 0.6

水 道 事 業 会 計 1,516,621 1,688,414 △ 171,793 △ 10.2

市税（自主財源）
33億9,891万6千円

11.0%

市税（自主財源）
33億9,891万6千円

11.0%

地方交付税（依存財源）
128億3,800万円

41.7%

地方交付税（依存財源）
128億3,800万円

41.7%

国庫支出金（依存財源）
40億3,924万円
13.1%

国庫支出金（依存財源）
40億3,924万円
13.1%

県支出金（依存財源）
32億1,388万3千円

10.4%

県支出金（依存財源）
32億1,388万3千円

10.4%

市債（依存財源）
37億1,200万円
12.1%

市債（依存財源）
37億1,200万円
12.1%

繰入金（自主財源）
14億5,385万4千円

4.7%

その他の自主財源
11億2,443万5千円

3.7%

その他の依存財源
10億467万2千円

3.3%

307億
8,500万円
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ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
利
用
し
た
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
300
名
を
目
標
と
し
て
、
相

談
体
制
の
充
実
及
び
情
報
発
信
の
強
化
、

受
入
環
境
基
盤
整
備
な
ど
の
支
援
を
行

う
。 当

初
予
算
の
概
要

し
ま
留
学
生
・
家
族
留
学
生
受

入
事
業
、
五
島
南
高
校
・
奈
留

高
校
離
島
留
学
制
度４

千
637
万
円

人
口
減
少
対
策
へ
の
取
組

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業

５
千
353
万
３
千
円

　

久
賀
島
及
び
奈
留
島
の
小
中
学
校
で

学
ぶ
市
外
か
ら
の
し
ま
留
学
生
、
家
族

留
学
生
の
受
け
入
れ
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
五
島
南
高
校
と
奈
留
高
校
の
離
島

留
学
制
度
を
支
援
し
、
地
元
高
校
の
存

続
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

企
業
誘
致
・
雇
用
創
出
事
業

６
千
294
万
２
千
円

　

企
業
誘
致
や
地
元
企
業
の
規
模
拡
大

な
ど
の
支
援
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

解
消
、
市
内
企
業
の
雇
用
促
進
、
人
材

確
保
及
び
定
着
の
た
め
の
取
組
を
進
め

る
。

　

子
ど
も
福
祉
医
療
費
助
成
対
象
を
高

校
生
ま
で
拡
充
し
、
１
か
月
ご
と
、
病

院
ご
と
に
自
己
負
担
額
分
１
日
800
円

（
２
日
以
上
１
千
600
円
）
を
差
し
引
き

助
成
す
る
。

災
害
対
策
機
能
強
化
事
業

１
千
857
万
４
千
円

　

各
所
に
お
け
る
土
の
う
の
設
置
の
ほ

か
、
備
蓄
庫
・
備
蓄
用
品
の
整
備
、
避

難
所
に
お
け
る
特
設
公
衆
電
話
用
電
話

機
の
活
用
、
防
災
行
政
無
線
設
定
シ
ス

テ
ム
改
修
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

改
修
及
び
展
望
テ
ラ
ス
付
き
休
憩
施
設

の
新
設
、
展
示
内
容
の
見
直
し
を
実
施

す
る
。

鐙
瀬
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
再

整
備
事
業

４
億
２
千
18
万
７
千
円

　

玉
之
浦
支
所
を
除
く
４
支
所
の
庁
舎

は
経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
著
し
く
耐
震

性
も
低
い
こ
と
か
ら
、
令
和
元
～
５
年

度
に
、
順
次
建
替
（
奈
留
、
富
江
）
と

改
修
（
三
井
楽
、
岐
宿
）
を
実
施
す
る
。

正

副

議

長

委
員
会
の
構
成

当
初
予
算
の
概
要

一

般

質

問

・

市

政

を

問

う 
 

椿
山　

恵
三

片
峰　

亨

相
良　

尚
彦

野
茂
勇
司
臣

山
田　

洋
子

柳
田　

靖
夫

江
川
美
津
子

草
野 

久
幸

中
西　

大
輔

丸
田　

敬
章

網
本　

定
信

委
員
会
審
査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

子
ど
も
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

２
千
169
万
９
千
円

不
妊
治
療
支
援
事
業295

万
１
千
円

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
、
顕
微

授
精
、
男
性
不
妊
治
療
）
に
要
す
る
治

療
費
（
初
回
25
万
円
）、
交
通
費
及
び

宿
泊
費
（
全
額
）
を
助
成
す
る
。
ま
た
、

一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）
１
回
に

つ
き
１
万
円
（
１
夫
婦
に
対
し
１
年
度

に
つ
き
３
万
円
、
通
算
６
万
円
限
度
）

を
助
成
す
る
。

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会

維
持
推
進
交
付
金
事
業

10
億
６
千
911
万
１
千
円

　

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持

推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
雇
用
の
拡
大
、

人
口
減
少
の
抑
制
に
取
り
組
む
。

自
然
災
害
等
に
対
す
る
防
災・減
災
対
策

指
定
緊
急
避
難
場
所
施
設
整
備

事
業

１
千
293
万
５
千
円

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
に
、
高
齢
者
や

障
害
者
に
配
慮
し
た
洋
式
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
。
ま
た
、
避
難
者
が
休
憩
す
る

部
屋
の
普
通
ガ
ラ
ス
窓
に
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な
ど
の
安
全
対
策
を

講
じ
る
。

河
川
環
境
の
維
持
保
全
事
業

２
千
350
万
円

　

河
川
環
境
の
維
持
保
全
及
び
台
風
等

の
自
然
災
害
時
の
治
水
改
善
を
図
る
た

め
、
河
川
護
岸
等
の
補
修
、
草
木
類
の

伐
採
、
堆
積
土
砂
等
の
撤
去
を
実
施
す

る
。

市
立
新
図
書
館
建
設
事
業

２
億
３
千
51
万
５
千
円

　

し
ま
の
暮
ら
し
を
支
え
、
地
域
を
つ

く
る
図
書
館
を
基
本
理
念
と
し
て
、
市

民
の
学
び
を
支
え
る
生
涯
学
習
・
交
流

の
拠
点
と
し
て
市
立
新
図
書
館
を
建
設

す
る
。

市
役
所
支
所
庁
舎
建
設
事
業

４
億
１
千
284
万
３
千
円

主
な
大
型
建
設
事
業
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質
問　

玉
之
浦
花
き
栽
培
施
設
を
10
円

で
譲
渡
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の

現
状
認
識
は
。

答
弁　

市
が
財
産
を
処
分
す
る
と
き
は
、

市
有
財
産
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
当
該
施
設
の
譲
渡
価
格
に
つ
い
て

も
、
委
員
会
か
ら
頂
い
た
答
申
を
尊
重

し
て
決
定
し
た
。
こ
の
譲
渡
に
よ
り
、

維
持
補
修
費
や
解
体
費
な
ど
、
今
後
市

質
問　

荒
川
地
区
に
あ
る
オ
ラ
ビ
崎
の

温
泉
は
、
約
10
年
前
か
ら
垂
れ
流
し
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
貴
重
な
観
光

資
源
で
あ
る
。
地
区
の
活
性
化
の
た
め
、

海
岸
に
、
野
湯
と
し
て
水
着
で
入
れ
る

露
天
風
呂
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

現
在
、
温
泉
の
活
用
に
つ
い
て

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で

に
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
も
頂
い
て

い
る
。
露
天
風
呂
も
観
光
振
興
策
の
一

つ
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
管

理
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
上
で
、
調
査

・
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
活
用
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

市
道
奥
町
木
場
町
線
か
ら
緑
丘

小
学
校
へ
続
く
道
路
の
整
備
を

市道奥町木場町線から
緑丘小学校へ続く道路

が
支
払
う
べ
き

大
き
な
負
担
が

軽
減
で
き
た
と

考
え
て
お
り
、

住
民
監
査
請
求

に
基
づ
く
監
査

の
結
果
、
監
査

委
員
か
ら
、
違

質
問　

市
道
奥
町
木
場
町
線
か
ら
緑
丘

小
学
校
へ
続
く
道
路
は
、
道
幅
が
狭
く

般
問

一
質 
市
政
を
問
う

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
一
般
質
問
の
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム
の
掲
載
手
続
は

質
問　

広
報
ご
と
う
の
市
長
コ
ラ
ム
の

原
稿
作
成
及
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答
弁　

毎
月
掲
載
し
て
い
る
市
長
コ
ラ

ム
は
、
そ
の
時
々
の
話
題
や
関
心
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
市

長
自
ら
書
い
て
い
る
。
原
稿
案
が
で
き

た
ら
、
関
係
す
る
課
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

法
な
財
産
の
処
分
に
当
た
る
と
判
断
す

る
と
し
て
、
是
正
の
措
置
を
講
じ
る
よ

う
勧
告
を
受
け
る
ま
で
は
、
適
正
な
価

格
に
よ
る
譲
渡
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
、
市
民
の
皆

様
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
。
勧
告
の

内
容
は
、
１
番
目
に
、
市
長
は
167
万
９

千
990
円
を
五
島
市
に
支
払
う
こ
と
、
２

番
目
に
、 

１
番
目
の
措
置
を
講
じ
な
い

と
き
は
、
施
設
を
減
額
譲
渡
し
た
こ
と

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
、

と
い
う
の
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
勧
告

に
沿
っ
た
議
決
を
頂
く
こ
と
で
違
法
な

状
態
を
是
正
す
る
た
め
、
令
和
２
年
６

月
定
例
会
に
お
い
て
関
係
議
案
を
上
程

し
、
減
額
譲
渡
に
つ
い
て
議
決
を
頂
い

た
。
現
在
に
お
い
て
は
、
違
法
な
状
態

が
是
正
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

旧玉之浦花き栽培施設

車
両
も
通
行
す
る
た
め
、
大
変
危
険
で

あ
る
。
道
路
の
整
備
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
、
登
下
校
時
の
通
行
禁
止
な
ど
、

児
童
が
安
心
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ

う
対
策
を
。

答
弁　

保
護
者
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、

平
成
23
年
度
に
、
用
地
買
収
の
面
か
ら

断
念
し
た
区
間
を
除
き
拡
幅
整
備
を
行

い
、
現
在
の
状
況
に
至
っ
て
い
る
。
現

地
の
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、

拡
幅
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
土
地

所
有
者
等
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
取
り

組
み
た
い
。
ま
た
、
登
下
校
時
の
交
通

規
制
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
状
況
や
地

区
住
民
の
意
見
な
ど
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
指
定
を
行
う

公
安
委
員
会
へ
現
況
を
含
め
て
伝
え
た

い
。

答
違
法
な
状
態
が
是
正
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る

問
玉
之
浦
花
き
栽
培
施
設
の

10
円
譲
渡
に
対
す
る
現
状

認
識
は 椿

山　

恵
三

議
員

答
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
用

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

問
荒
川
地
区
活
性
化
の
た

め
、
オ
ラ
ビ
崎
の
温
泉
を

活
用
し
て
は

片
峰　
　

亨
議
員
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議

長

委
員
会
の
構
成

当
初
予
算
の
概
要

一

般

質

問

・

市

政

を

問

う 
 

椿
山　

恵
三

片
峰　

亨

相
良　

尚
彦

野
茂
勇
司
臣

山
田　

洋
子

柳
田　

靖
夫

江
川
美
津
子

草
野 

久
幸

中
西　

大
輔

丸
田　

敬
章

網
本　

定
信

委
員
会
審
査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
、
変
異
株
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
と

な
り
、
第
４
波
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

終
息
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
て
集
団
免
疫
を
形
成
し
、

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
五
島
市
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
目
標
を
高
く
設
定
し
、
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
感
染
症

の
発
症
を
予
防
し
、
死
亡
者
や
重
症
者

の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス

の
ま
ん
延
防
止
が
期
待
さ
れ
る
。
接
種

率
の
目
標
は
70
％
と
し
て
い
る
が
、
よ

り
多
く
の
市
民
に
、
安
心
し
て
接
種
を

受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
情
報
発
信
や

接
種
体
制
の
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ワクチン接種券（サンプル）

質
問　

国
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
が
予
定
通

り
進
ん
で
い
な
い
と
聞
く
が
、
五
島
市

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
計
画
は
。

答
弁　

２
月
１
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
３
月
１
日
に
は
、
予
約
受
付

や
市
民
相
談
に
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
。
現
在
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
協
力
い
た
だ
く
医
療
機
関
の
確

保
や
、
市
内
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
配
送

シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
、
３
月
末

を
目
途
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、
接
種

券
を
４
月
中
旬
か
ら
発
送
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
４
月
下
旬
か
ら
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
。

復旧が待たれる市道水ノ浦線

質
問　

接
種
に
は
、
個
別
接
種
と
集
団

接
種
が
あ
る
が
、
奈
留
地
区
に
お
け
る

奈
留
地
区
で
の
接
種
計
画
は

質
問　

台
風
９
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
奈
留
地
区
の
市
道
水
ノ
浦
線
の
復
旧

状
況
は
。

答
弁　

市
道
水
ノ
浦
線
は
、
県
が
管
理

す
る
護
岸
等
と
並
行
し
て
復
旧
す
る
必

要
が
あ
る
。
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

３
月
下
旬
に
再
入
札
を
実
施
し
契
約
を

締
結
次
第
、
工
事
着
工
、
完
成
を
図
り
、

市
道
水
ノ
浦
線
の
復
旧
状
況
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
は
。

答
弁　

奈
留
地
区
で
は
、
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
を
基
本
と
し
た
上
で
、
集

団
接
種
も
併
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
医
療
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
３
月
末
ま
で
に
は
接
種
方
法
や
実

施
日
程
等
の
計
画
を
作
成
し
、
４
月
中

に
は
奈
留
地
区
の
住
民
に
お
知
ら
せ
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

知
徹
底
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
定

後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
世
帯
配
布

の
チ
ラ
シ
、
広
報
紙
等
に
よ
る
周
知
を

行
い
た
い
。
ま
た
、
接
種
券
郵
送
の
際

答
接
種
率
70
％
を
目
標
と
し

て
い
る

問
五
島
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
目
標
は

相
良　

尚
彦

議
員

答
４
月
下
旬
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
あ
る

問
五
島
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

計
画
は 野

茂
勇
司
臣

議
員

質
問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
市
民
へ
の
周

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
周
知
徹
底
は

質
問　

五
島
市
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
表
明
に
至
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

昨
年
12
月
に
総
理
大
臣
官
邸
で

行
わ
れ
た
2050
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
自
治
体
を
代

表
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
。
そ

の
際
、
自
然
豊
か
で
美
し
い
ふ
る
さ
と

五
島
を
守
り
、
五
島
の
未
来
を
築
く
た

め
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

オ
ー
ル
五
島
で
脱
炭
素
社
会
を
実
現
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
宣
言
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に

至
っ
た
理
由
は

に
、
接
種

会
場
や
接

種
医
療
機

関
、
予
約

方
法
等
の

説
明
書
等

を
同
封
し

た
い
。

市
民
の
安

全
確
保
に

努
め
て
い

き
た
い
と

の
こ
と
で
、

今
後
、
県

と
連
絡
を

取
り
な
が

ら
実
施
し

て
い
く
。
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質
問　

未
給
水
区
域
に
居
住
し
、
井
戸

水
を
飲
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
世

帯
に
対
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
や
水
質
検
査

等
の
費
用
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

水
道
未
給
水
区
域
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
状
況
に
応
じ
、
施
設
の
整
備
や

原
材
料
の
支
給
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
費
用
助

成
の
要
望
を
受
け
て
検
討
し
整
備
費
用

が
大
き
く
制
度
導
入
は
整
わ
な
か
っ
た

が
、
今
後
も
飲
用
水
の
安
定
確
保
の
た

め
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
検

討
す
る
。
水
質
検
査
は
、
五
島
保
健
所

内
に
民
間
の
検
査
機
関
の
窓
口
が
あ
り
、

費
用
は
自
己
負
担
に
な
る
が
、
広
報
紙

等
を
通
じ
て
周
知
し
た
い
。

未給水区域にも飲
用水の安定確保を

質
問　

災
害
時
に
避
難
支
援
が
必
要
と

な
る
住
民
一
人
一
人
の
避
難
方
法
を
事

前
に
決
め
て
お
く
「
個
別
計
画
」
の
作

成
状
況
は
。

答
弁　

令
和
３
年
３
月
１
日
現
在
、
避

難
行
動
要
支
援
者
564
名
の
う
ち
、
名
簿

提
供
同
意
者
は
331
名
で
、
同
意
率
は

58.7
％
、
同
意
者
の
う
ち
個
別
計
画
作
成

名簿提供フロー図（災害発生時）

質
問　

市
内
13
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
つ
い
て
は
、 

も
っ
と
、
様
々
な

下
部
組
織
か
ら
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、

地
域
の
人
た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
な
組
織
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

答
弁　

現
在
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
対

す
る
成
果
を
検
証
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
あ
り
方
検
討
会
議
を
開
催

し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
の
こ
と
は

自
分
た
ち
が
決
め
て
自
分
た
ち
で
行
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
下
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
と
行
政
が
連
携
し
、
地

域
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
組
織
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
在
り
方
は

質
問　

再
エ
ネ
先
進
地
域
を
生
か
し
た

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
は
。

答
弁　

再
エ
ネ
や
電
気
自
動
車
の
導
入

促
進
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
内
の
企
業
等
が

事
業
活
動
で
使
用
す
る
電
力
を
、
全
て

五
島
産
の
再
エ
ネ
で
賄
う
「
五
島
版
Ｒ

Ｅ
100
」
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

脱
炭
素
社
会
実
現
へ
の
取
組
は

答
飲
用
水
の
安
定
確
保
の
た

め
、
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
支
援
を
検
討
す
る

問
家
庭
用
飲
用
井
戸
等
整
備
支

援
事
業
を
導
入
す
る
考
え
は

山
田　

洋
子

議
員

答
名
簿
提
供
同
意
率
は
58.7
％
、

同
意
者
の
う
ち
個
別
計
画

作
成
率
は
81
％
で
あ
る

問
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個

別
計
画
の
作
成
状
況
は

柳
田　

靖
夫

議
員

質
問　

今
年
度
の
市
内
小
中
学
校
い
じ

め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
対
応
は
。

答
弁　

い
じ
め
認
知
件
数
は
、
平
成
30

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
が
、

令
和
２
年
12
月
末
で
、
小
中
合
わ
せ
て

206
件
と
な
っ
て
い
る
。
校
長
を
責
任
者

と
す
る
対
策
委
員
会
で
、
対
象
児
童
・

生
徒
の
特
定
及
び
解
消
を
図
る
と
と
も

に
、
各
学
校
で
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
定
め
、
学
校
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談
会
な
ど
で
公
表
し
、

い
じ
め
防
止
及
び
対
策
を
進
め
て
い
る
。

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
と
対
応
は

質
問　

中
学
校
制
服
に
、
防
寒
対
策
や

機
能
性
向
上
、
性
多
様
性
の
観
点
な
ど

か
ら
、
ス
カ
ー
ト
と
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選

択
で
き
る
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　

現
在
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
中

学
校
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
選
択
制
導
入
に
対

す
る
協
議
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
要
望
に
応
じ

て
各
学
校
に
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、

制
服
の
変
更
に
伴
う
学
校
か
ら
の
相
談

が
あ
れ
ば
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
制
服
に
、
ス
ラ
ッ
ク
ス

選
択
制
導
入
を

者
は
268
名
で
、
個
別
計
画
作
成
率
は

81
％
と
な
っ
て
い
る
。
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質
問　

地
域
公
共
交
通
実
施
計
画
を
見

直
す
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
、
通
院
や

買
物
時
の
交
通
手
段
を
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

地
域
内
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

は
、
路
線
定
期
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

導
入
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
移
動

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
。
昨

年
、
富
江
半
島
地
区
に
お
い
て
電
話
予

約
型
の
会
員
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
チ
ョ

イ
ソ
コ
ご
と
う
の
実
証
事
業
を
行
い
、

効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

岐宿地区で実証運行を開始した
チョイソコごとうの車両

今
後
の
感
染
症
予
防
対
策
は

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
る
が
、
今
後
の
感
染
症
予
防
対

策
は
。

答
弁　

具
体
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画

の
内
容
を
市
民
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
準

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
港
や
空
港
で

の
水
際
対
策
の
強
化
や
基
本
的
な
感
染

症
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
た
い
。

質
問　

12
月
定
例
会
で
、
輸
送
コ
ス
ト

支
援
事
業
の
補
助
金
を
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
事
業
実
施
者
に
返
還

を
求
め
る
の
は
忍
び
な
い
と
市
長
は
答

弁
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
補
正
予
算

案
に
事
業
実
施
者
が
返
還
す
る
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
説
明
を
。

答
弁　

事
業
実
施
者
に
瑕
疵
は
な
い
と

考
え
て
い
る
が
、
事
業
実
施
者
の
意
向

と
し
て
補
助
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。
補
助
金
返
還
が
生
じ

事業実施者からの返還金が計上
された補正予算書（単位:千円）

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
第
４
波
の
影
響
に

対
す
る
経
済
対
策
も
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
新
図
書
館
を
建
設
し
て
も
、
五

島
市
の
財
政
状
況
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
弁　

新
図
書
館
建
設
の
財
源
に
は
、

過
疎
債
な
ど
の
起
債
を
活
用
す
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
財
政
調
整
基
金

残
高
も
減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
他
市

と
比
べ
、
ま
だ
残
高
は
あ
る
。
コ
ロ
ナ

か
ら
守
り
、
教
育
も
守
る
と
い
う
こ
と

で
事
業
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

市
の
財
政
状
況
は
大
丈
夫
な
の
か

た
い
。
ま
た
、
地
域
間
幹
線
の
移
動
に

つ
い
て
は
、
運
行
事
業
者
と
協
議
し
な

が
ら
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス
が

競
合
し
な
い
よ
う
路
線
を
見
直
し
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
を
図
り
た
い
。

質
問　

責
任
は
市
長
に
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
責
任
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

事
業
実
施
者
か
ら
の
返
還
が
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
市
に
財
政
的
負
担

を
か
け
る
の
で
、
市
長
自
身
の
処
分
を

考
え
て
い
た
。
事
業
実
施
者
か
ら
返
還

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
弁
護
士
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
職
員
に
過
失
が
な
い

以
上
、
市
長
に
も
過
失
が
あ
っ
た
と
は

言
え
な
い
の
で
は
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
の
補
助

金
返
還
の
責
任
の
取
り
方
は

今
後
は
、
よ
り
適
正
な
審
査
及
び
確
認

を
行
い
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
き
た

い
。

正

副

議

長

委
員
会
の
構
成

当
初
予
算
の
概
要

一

般

質

問

・

市

政

を

問

う 
 

椿
山　

恵
三

片
峰　

亨

相
良　

尚
彦

野
茂
勇
司
臣

山
田　

洋
子

柳
田　

靖
夫

江
川
美
津
子

草
野 

久
幸

中
西　

大
輔

丸
田　

敬
章

網
本　

定
信

委
員
会
審
査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

答
事
業
実
施
者
の
意
向
で
返

還
し
て
い
た
だ
く

問
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
の
補
助
金

返
還
を
事
業
実
施
者
に
求
め
る
の

は
忍
び
な
い
と
答
え
て
い
た
が

草
野　

久
幸

議
員

答
電
話
予
約
型
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
導
入
拡
大
し
た
い

問
通
院
や
買
物
時
の
交
通
手

段
の
整
備
は

江
川
美
津
子

議
員

岐
宿
診
療
所
の
再
開
見
通
し
は

質
問　

岐
宿
診
療
所
は
、
間
も
な
く
、

民
間
移
譲
か
ら
10
年
、
休
診
し
て
か
ら

６
年
に
な
る
が
、
再
開
の
見
通
し
は
。

答
弁　

診
療
所
の
再
開
に
向
け
た
調
整

を
行
っ
て
き
た
が
、
建
物
や
医
療
機
器

の
老
朽
化
に
よ
り
、
現
在
の
施
設
で
の

再
開
は
厳
し
い
と
先
生
は
考
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
岐
宿
地
区
に
は
、

五
島
中
央
病
院
や
山
内
診
療
所
等
に
よ

り
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ

り
、
こ
の
体
制
を
し
っ
か
り
と
確
保
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

提
供
で
き

る
こ
と
が

確
認
で
き

た
た
め
、

市
内
の
必

要
と
さ
れ

る
地
域
に

導
入
拡
大

し
て
い
き

た
の
は
、

市
の
理
解

不
足
及
び

確
認
方
法

が
十
分
で

な
か
っ
た

こ
と
が
原

因
で
あ
り
、

改
め
て
お

詫
び
す
る
。
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質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
成
人
式
を
中
止

し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
や
む
を
得

な
い
判
断
だ
と
思
う
が
、
そ
の
一
方
で
、

出
初
式
を
実
施
し
た
こ
と
に
対
し
て
市

長
は
お
か
し
い
と
感
じ
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

成
人
式
の
参
加
者
は
、
約
９
割

が
市
外
か
ら
の
帰
省
で
あ
り
、
感
染
拡

大
地
域
か
ら
の
帰
省
等
に
は
慎
重
な
判

断
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
出

初
式
の
参
加
者
は
、
市
内
居
住
者
に
限

ら
れ
、
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
規
模

を
縮
小
、
市
内
で
１
人
で
も
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
中
止
す
る
と
し
て

い
た
。
異
な
る
判
断
と
な
っ
た
が
、
そ

れ
は
そ
れ
で
仕
方
が
な
く
、
や
む
を
得

な
い
判
断
で
あ
っ
た
。
お
か
し
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

R3.2.7執行市議会議員選挙の年代別投票率

質
問　

指
名
競
争
入
札
に
お
け
る
指
名

業
者
の
選
定
に
つ
い
て
、
業
者
の
利
害

関
係
を
精
査
し
、
指
名
を
し
な
い
な
ど

の
考
慮
は
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

親
会
社
と
子
会
社
の
関
係
に
あ

る
場
合
ま
た
は
一
方
の
会
社
の
役
員
が

他
方
の
会
社
の
役
員
を
兼
ね
て
い
る
場

合
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
系
列
会
社
に
つ
い

て
は
、
入
札
の
適
正
さ
が
阻
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
同
一
入
札
へ
参

加
で
き
な
い
よ
う
制
限
し
て
い
る
。

消防団員用活動服等の入札結果

質
問　

雨
の
日
な
ど
に
子
供
が
遊
べ
る

場
所
に
つ
い
て
、
多
く
の
保
護
者
が

困
っ
て
い
る
。
市
の
対
策
が
不
十
分
だ

と
感
じ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　

新
図
書
館
に
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
す
る
。
公
園
遊

具
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
管
理
を
実

施
し
て
お
り
、
一
度
に
全
部
は
難
し
い

が
、
今
後
も
安
心
安
全
に
利
用
で
き
る

遊
具
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

子
供
が
遊
べ
る
場
所
の
確
保
を

質
問　

消
防
本
部
が
発
注
し
、
令
和
２

年
７
月
14
日
に
執
行
さ
れ
た
「
新
基
準

消
防
団
員
用
活
動
服
等
」
の
入
札
に
利

害
関
係
者
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

議
員
が
何
を
も
っ
て
利
害
関
係

者
と
考
え
て
い
る
の
か
定
か
で
は
な
い

が
、
系
列
会
社
の
関
係
に
よ
る
制
限
が

新
基
準
消
防
団
員
用
活
動
服
等

の
入
札
に
利
害
関
係
者
は

必
要
な
業
者
は
、
入
っ
て
い
な
か
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

昨
年
の
市
長
選
、
２
月
の
市
議

選
に
立
候
補
し
た
経
験
か
ら
、
投
票
率

の
低
下
は
、
若
年
層
へ
の
情
報
発
信
が

足
り
な
か
っ
た
と
思
う
。
若
年
層
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
情
報
収
集

し
て
い
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
情
報
発
信

の
必
要
性
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長
の
情
報
発
信
に
対
す
る
考

え
は

質
問　

指
名
業
者
８
者
の
う
ち
、
落
札

者
は
消
防
団
長
が
関
係
す
る
業
者
で
あ

り
、
こ
れ
を
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
市

民
は
１
人
も
い
な
い
と
考
え
る
。
市
民

に
疑
惑
の
念
を
抱
か
せ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
の
が
モ
ラ
ル
で
は
な
い
か
。

答
弁　

消
防
団
長
を
含
む
消
防
団
員
は
、

市
の
非
常
勤
特
別
職
で
あ
り
、
入
札
へ

参
加
す
る
こ
と
に
制
度
上
問
題
は
な
い
。

ま
た
、
消
防
関
係
の
入
札
に
消
防
団
長

が
関
係
す
る
業
者
が
参
加
し
た
と
し
て

も
入
札
の
適
正
さ
や
公
平
さ
が
阻
害
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
問
題
は
な
い
。
モ
ラ

ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
考

新
基
準
消
防
団
員
用
活
動
服
等
の
落

札
者
を
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
か

答
お
か
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い

問
成
人
式
は
中
止
し
出
初
式
は

行
う
と
い
う
判
断
を
、
お
か

し
い
と
感
じ
な
か
っ
た
の
か

中
西　

大
輔

議
員

答
系
列
会
社
に
つ
い
て
は
、

同
一
入
札
へ
参
加
で
き
な

い
よ
う
に
し
て
い
る

問
指
名
競
争
入
札
に
利
害
関

係
者
が
入
ら
な
い
よ
う
考

慮
は
し
て
い
る
の
か

丸
田　

敬
章

議
員

答
弁　

市

長
と
し
て

の
情
報
発

信
よ
り
、

「
五
島
市
」

と
し
て
の

情
報
発
信

が
必
要
だ

と
考
え
て

い
る
。

え
が
あ

る
と
思

っ
て
お

り
、
答

弁
は
控

え
さ
せ

て
い
た

だ
き
た

い
。
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総
務
水
道
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

委
員
会
分
科
会

の
審
査

　
　
　
　
　

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
減
免
に
係
る

手
続
の
簡
素
化
な
ど
を
し
た
い
た
め
。

問　
減
免
の
対
象
と
な
る
車
両
は
。

答　
障
害
者
本
人
及
び
そ
の
家
族
等
が

運
転
す
る
車
両
で
、
対
象
と
な
る
障
害

の
等
級
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
等

の
障
害
の
区
分
ご
と
の
障
害
等
級
に
よ

り
判
断
さ
れ
、
県
と
同
じ
基
準
で
あ
る
。

問　
手
続
の
簡
素
化
の
内
容
は
。

答　
本
人
が
運
転
す
る
場
合
は
、
２
年

目
以
降
の
申
請
が
不
要
と
な
り
、
家
族

等
が
運
転
す
る
場
合
は
、
毎
年
、
市
か

ら
確
認
の
た
め
の
書
類
を
郵
送
し
、
返

送
し
て
も
ら
う
。

提
案
理
由

　

議
案
第
５
号　

五
島
市
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

条例等
　
　
　
　
　

消
滅
時
効
の
期
間
が
満
了

提
案
理
由

　

議
案
第
20
号　

五
島
市
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

条例等

し
た
日
か
ら
３
年
を
経
過
し
た
水
道
料

金
の
支
払
請
求
権
の
う
ち
、
回
収
不
能

と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
整
理
を
進
め
、

適
切
な
債
権
管
理
を
行
い
た
い
た
め
。

問　
放
棄
す
る
こ
と
と
な
る
支
払
請
求

権
の
金
額
は
。

答　
今
年
度
中
に
時
効
を
迎
え
る
支
払

請
求
権
は
522
人
分
、
約
870
万
円
で
、
そ

の
う
ち
、
死
亡
や
所
在
不
明
な
ど
に
よ

り
回
収
が
困
難
な
260
人
分
、
約
400
万
円

に
つ
い
て
、
順
次
、
支
払
請
求
権
の
放

棄
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

正

副

議

長

委
員
会
の
構
成

当
初
予
算
の
概
要

一

般

質

問

・

市

政

を

問

う 
 

椿
山　

恵
三

片
峰　

亨

相
良　

尚
彦

野
茂
勇
司
臣

山
田　

洋
子

柳
田　

靖
夫

江
川
美
津
子

草
野 

久
幸

中
西　

大
輔

丸
田　

敬
章

網
本　

定
信

委
員
会
審
査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

質
問　

福
江
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
跡
地
に
つ

い
て
、
活
用
策
の
検
討
状
況
は
。
ま
た
、

正
式
に
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
駐
車
場

な
ど
に
有
効
活
用
し
な
い
の
か
。

答
弁　

令
和
２
年
１
月
か
ら
公
募
し
、

事
前
登
録
に
３
社
か
ら
届
出
が
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
新
規

計
画
の
見
送
り
を
理
由
に
正
式
提
案
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
感
染
状
況
を
見
な

が
ら
、
条
件
が
整
え
ば
再
公
募
を
考
え福江ショッパーズ跡地

質
問　

富
江
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

燃
や
す
ご
み
等
の
受
け
入
れ
を
休
止
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
富
江
地
区
の

住
民
に
事
前
説
明
が
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

燃
や
す
ご
み
の
受
け
入
れ
は
、

ご
み
の
手
引
書
に
、
焼
却
休
止
ま
で
可

と
明
記
し
て
お
り
、
今
回
、
年
間
ご
み

量
の
推
計
な
ど
か
ら
一
元
化
の
目
途
が

立
っ
た
た
め
、
焼
却
を
休
止
す
る
こ
と

と
し
た
。
市
民
へ
の
お
知
ら
せ
が
直
前

に
な
っ
た
こ
と
は
お
詫
び
し
た
い
。

富
江
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
休
止
は

質
問　

久
賀
島
へ
き
地
保
育
所
の
再
開

を
望
む
声
も
あ
る
が
、
休
園
に
な
っ
た

当
時
の
状
況
及
び
今
後
の
再
開
予
定
は
。

答
弁　

複
数
世
帯
の
入
所
が
あ
る
間
は

運
営
す
る
方
針
と
し
て
お
り
、
平
成
25

年
度
の
入
所
見
込
み
が
１
名
と
な
っ
た

た
め
休
園
し
た
。
再
開
に
は
、
複
数
世

帯
の
入
所
児
童
が
継
続
し
て
３
年
程
度

確
保
で
き
る
こ
と
が
条
件
で
、
保
護
者

の
意
向
や
保
育
事
業
を
実
施
す
る
事
業

者
、
保
育
士
の
確
保
な
ど
を
勘
案
し
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
す
ぐ
に
再
開
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

久
賀
島
へ
き
地
保
育
所
の
再
開
は

答
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、

条
件
が
整
え
ば
再
公
募
し

た
い

問
福
江
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
跡
地

活
用
は 網

本　

定
信

議
員

　

図
書
館
建
設
事
業

　
　

(

継
続
費
増
額)

１
億
１
千
809
万
５
千
円

問　
増
額
の
主
な
理
由
で
あ
る
土
壌
汚

染
対
策
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答　
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地

の
形
質
変
更
を
す
る
場
合
、
工
事
着
手

の
30
日
前
ま
で
に
県
へ
の
届
出
が
必
要

で
あ
り
、
令
和
２
年
10
月
に
提
出
し
た
。

そ
の
後
、
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
の
県
の
判
断
に
よ
り
、
土
壌
汚
染
状

補正予算

募
の
結
果
、
提
案
が
な
け
れ
ば
売
却
も

含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

て
い
る
。
駐

車
場
と
し
て

の
利
用
は
考

え
て
い
な
い

が
、
簡
易
な

イ
ベ
ン
ト
等

で
活
用
し
た

い
と
い
う
こ

と
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

な
お
、
再
公
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頓
泊
及
び
高
浜
園
地
休
憩

施
設
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
４
月
１
日

付
で
県
か
ら
譲
渡
を
受
け
、
市
の
公
の

施
設
と
し
て
設
置
し
た
い
た
め
。

問　
観
光
振
興
の
た
め
の
施
設
の
活
用

は
。

答　
こ
れ
ま
で
は
県
の
条
例
に
よ
り
、

海
水
浴
場
開
設
期
間
し
か
利
用
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
回
の
条
例
案
で
は
、
利

用
期
間
を
「
市
長
が
定
め
る
」
と
し
て

お
り
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
限
ら
ず
、

年
間
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
に
活
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
管

理
を
行
う
団
体
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

観
光
振
興
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

産
業
経
済
委
員
会

　

議
案
第
13
号
・
14
号　

五
島

市
頓
泊
園
地
休
憩
施
設
条
例
、

五
島
市
高
浜
園
地
休
憩
施
設

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条例等提
案
理
由

中央町公設小売市場

　
　
　
　
　

中
央
町
公
設
小
売
市
場
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
９
月
30
日
を
も
っ

提
案
理
由

　

議
案
第
17
号　

五
島
市
公
設

小
売
市
場
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て

条例等

況
調
査
の
実
施
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、

調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
土
壌
汚
染
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
対
策
工
事
が

必
要
と
な
っ
た
。

問　
当
該
工
事
は
、
設
計
段
階
で
含
ま

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
か
。

答　
設
計
業
務
の
仕
様
書
で
は
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
各
種
届
出
等
を
規
定

し
て
お
り
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ

く
届
出
等
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
別
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
設
計
業
務
の
中
に
組
み
込
ん
で
、

専
門
的
な
知
識
を
持
つ
業
者
が
対
応
し

て
い
く
形
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
土
壌
汚
染
対
策
の
工
事
方
法
は
。

答　
工
事
に
は
汚
染
土
壌
の
除
去
と
、

封
じ
込
め
の
方
法
が
あ
る
が
、
封
じ
込

め
で
は
特
定
有
害
物
質
は
そ
の
ま
ま
地

中
に
残
り
、
将
来
、
降
雨
等
に
よ
り
地

下
水
汚
染
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

地
下
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
封
じ
込
め
は
除
去
の
８

割
程
度
の
工
事
費
で
は
あ
る
が
、
将
来

に
わ
た
る
市
民
の
安
全
安
心
確
保
の
た

め
に
は
除
去
が
最
適
と
考
え
て
い
る
。

問　
建
設
工
事
の
工
期
へ
の
影
響
は
。

答　
余
裕
期
間
を
設
定
し
て
お
り
、
業

者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
工
期
内
で
実

施
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
必
要

な
場
合
は
工
期
の
延
長
も
検
討
し
た
い
。

問　
セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
。

答　
福
江
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
国

保
健
康
政
策
課
内
に
設
置
し
、
専
任
の

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

助
産
師
１
名
を
新
た
に
配
置
す
る
と
と

も
に
、
課
に
在
籍
す
る
保
健
師
も
随
時

対
応
で
き
る
相
談
体
制
と
す
る
。

問　
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
。

答　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
、
妊
娠
後

期
、
産
後
の
面
接
実
施
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
リ

ス
ク
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の

妊
産
婦
等
に
対
し
、
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
事
業　

317
万
９
千
円

当初予算

子育て世代包括支援センター
「ネウボラGOTO」

て
廃
止
し
た
い
た
め
。

問　
入
居
者
へ
の
説
明
状
況
と
入
居
者

の
意
向
は
。

答　
市
場
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
第

４
次
五
島
市
行
政
改
革
実
施
項
目
で
、

令
和
２
年
度
中
に
、
現
状
維
持
で
活
性

化
、
市
場
閉
鎖
、
普
通
会
計
へ
移
行
、

民
間
移
譲
の
４
つ
の
選
択
肢
か
ら
方
向

性
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
１

月
に
市
場
閉
鎖
の
方
針
を
決
定
後
、
入

居
者
へ
説
明
を
行
い
、
閉
鎖
し
た
場
合

の
意
向
確
認
を
行
っ
た
。
現
在
の
入
居

者
４
店
舗
の
う
ち
、
高
齢
の
た
め
廃
業

を
考
え
て
い
る
と
回
答
し
た
１
店
舗
を

除
く
残
り
の
３
店
舗
は
、
別
の
店
舗
で

事
業
を
継
続
し
た
い
と
の
意
向
を
持
た

れ
て
い
る
。
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光
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憲
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議案第３号 除

議長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○
議案第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ − ○ ○ ○
議案第５号
　～第35号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − ○ ○ ○
議案第36号
　・第37号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − × ○ ○
議案第38号
　～第48号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − ○ ○ ○

※次の人事案件については、無記名投票を行った結果、賛成多数により同意されました。　【議案第49号…賛成12票、反対3票】　【議案第50号…賛成15票】

︿第１回臨時会﹀ ※令和３年２月18日開催
議案番号 件　　　　名 審査結果 議案番号 件　　　　名 審査結果

議案第１号 工事請負契約の変更について 原案可決 議案第２号 令和２年度五島市一般会計補正予算（第10号） 原案可決
︿第２回臨時会﹀ ※令和３年３月１日開催

議案番号 件　　　　名 審査結果 議案番号 件　　　　名 審査結果
議案第３号 五島市監査委員の選任について 同　　意 議案第４号 五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 同　　意

︿３月定例会﹀
議案番号 件　　　　名 審査結果 議案番号 件　　　　名 審査結果

議案第５号 五島市税条例の一部改正について 原案可決 議案第27号 鬼岳天文台及び産品センター鬼岳四季の里の指定
管理者の指定について 原案可決議案第６号 五島市火災予防条例の一部改正について 原案可決

議案第７号 五島市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正
について 原案可決 議案第28号 福江武家屋敷通りふるさと館の指定管理者の指定

について 原案可決

議案第８号 五島市児童館条例の一部改正について 原案可決 議案第29号 多郎島地区公園の指定管理者の指定について 原案可決

議案第９号 五島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の利用者負担に関する条例の一部改正について 原案可決 議案第30号 道の駅遣唐使ふるさと館の指定管理者の指定につ

いて 原案可決

議案第10号 五島市デイサービスセンター条例の一部改正につ
いて 原案可決 議案第31号 令和２年度五島市一般会計補正予算（第11号） 原案可決

議案第32号 令和２年度五島市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第４号） 原案可決議案第11号 五島市富江老人福祉センター条例の廃止について 原案可決

議案第12号 五島市介護保険条例の一部改正について 原案可決 議案第33号 令和２年度五島市介護保険事業特別会計補正予算
（第５号） 原案可決議案第13号 五島市頓泊園地休憩施設条例の制定について 原案可決

議案第14号 五島市高浜園地休憩施設条例の制定について 原案可決 議案第34号 令和２年度五島市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第３号） 原案可決議案第15号 五島市スポーツ広場条例の一部改正について 原案可決

議案第16号 五島市狩立野外スポーツ広場条例の廃止について 原案可決 議案第35号 令和２年度五島市土地取得事業特別会計補正予算
（第１号） 原案可決議案第17号 五島市公設小売市場条例の廃止について 原案可決

議案第18号 五島市手数料条例の一部改正について 原案可決 議案第36号 令和３年度五島市一般会計予算 原案可決
議案第19号 五島市道路占用料徴収条例の一部改正について 原案可決 議案第37号 令和３年度五島市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議案第20号 五島市水道事業給水条例の一部改正について 原案可決 議案第38号 令和３年度五島市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第21号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ
いて 原案可決 議案第39号 令和３年度五島市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第40号 令和３年度五島市診療所事業特別会計予算 原案可決

議案第22号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ
いて 原案可決 議案第41号 令和３年度五島市大浜財産区特別会計予算 原案可決

議案第42号 令和３年度五島市本山財産区特別会計予算 原案可決

議案第23号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ
いて 原案可決 議案第43号 令和３年度五島市下水道事業特別会計予算 原案可決

議案第44号 令和３年度五島市公設小売市場事業特別会計予算 原案可決

議案第24号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ
いて 原案可決 議案第45号 令和３年度五島市港湾整備事業特別会計予算 原案可決

議案第46号 令和３年度五島市交通船事業特別会計予算 原案可決

議案第25号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ
いて 原案可決 議案第47号 令和３年度五島市土地取得事業特別会計予算 原案可決

議案第48号 令和３年度五島市水道事業会計予算 原案可決

議案第26号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ
いて 原案可決 議案第49号 五島市副市長の選任について 同　　意

議案第50号 五島市教育長の任命について 同　　意
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初
め
て
出
席
し
た
市
議
会
で
は
、

配
付
さ
れ
る
紙
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
紙
の
持
ち
運
び
は
、
事
務
の
効

率
が
悪
い
だ
け
で
は
な
く
、
資
源
の

浪
費
と
い
う
観
点
か
ら
も
改
善
す
べ

き
と
感
じ
ま
し
た
。
市
議
会
で
は
９

月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
予

定
で
す
が
、
単
に
紙
の
資
料
を
電
子

化
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

地
方
議
会
の
運
営
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
改
善
で

き
る
余
地
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症

対
策
と
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
の
導
入
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
五

議会広報特別委員会 若
い
方
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
紙
媒
体
だ
け
で
は
な
く
、

Instagram

・Facebook

・Tw
itter

・

YouTube

・
ブ
ロ
グ
と
い
っ
た
情
報

発
信
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

改
選
に
伴
い
、
議
会
広
報
特
別
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
、
議
会
と
市
民
の
方
と
の
距
離
が

少
し
で
も
縮
ま
れ
ば
良
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で「
五
島
市
議
会
」

を
ち
ょ
っ
と
遠
く
に
感
じ
て
い
た
方

か
ら
も
、
身
近
な
こ
と
か
ら
未
来
の

こ
と
ま
で
、
ド
シ
ド
シ
お
問
い
合
わ

せ
を
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（
中
西　

大
輔
）

本会議の生中継、平成28年３月定例会以降の
本会議の映像を見ることができます。

http://www.goto-city.stream.jfit.co.jp/

インターネット議会中継
６月定例会は６月14日（月）開会予定です。

島
市
が
掲
げ
る
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
構
想
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
議
会
と
し

て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
フ
ル
活
用
で
き
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
３

日
間
で
延
べ
62
人
の
方
が
傍
聴
に
来

て
く
だ
さ
り
、
市
政
の
変
化
に
対
す

る
期
待
や
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
私
も
初
め
て
一
般
質
問
を
行
い
、

議
会
中
継
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら

「
質
問
が
良
か
っ
た
よ
」
と
感
想
を

頂
け
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
今
後
も
引
き
続
き
、

委 員 長　山田　洋子　委　　員　柳田　靖夫
副委員長　中西　大輔　委　　員　荒尾　正登
委　　員　松本　　晃　委　　員　谷川　　等

さんの作品です。

☆表紙の題字
「ごとう」は、

さんの作品です。

☆表紙の題字
「市議会だより」は、

五島市議会議員政治倫理条例の規定に基づく
宣誓書などの提出状況の公表

 五島市議会議員政治倫理条例（平成23年４月１日施行）の規定に基づき宣誓書などの提出
状況について公表します。

（１）宣誓書（条例第３条）未提出者
　　　　　片　峰　　　亨　議員
　　　　　神之浦　伊佐男　議員
　　　　　谷　川　　　等　議員

（２）社会福祉法人等無報酬役員届出書（条例第６条）
提出者（届出順）

　　　　　木口　利光　議員（令和３年３月12日届出）
　　　　　三浦　直人　議員（令和３年３月15日届出）


